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７月に行いました学校評価アンケートに多数ご協力をいただき、ありがとうございました。 

保護者の皆様からたくさんの回答をいただきました。この学校評価臨時号では、保護者アンケート・児童ア

ンケート・教職員の自己評価の結果を合わせてお知らせします。この結果をもとに、学校・家庭・地域が今ま

で以上に連携しながら、さらに子どもたちを育む今後の学校づくりに生かしていきたいと思っております。 

 

たくさんのご回答ありがとうございました 
児童アンケート、保護者アンケート、教職員アンケートそれぞれの質問項目の関連性を考慮し、児童の自己評

価から見られる様子に対して家庭と学校がどのように感じており、どのように関わっていくとよいかについて分

析いたしました。それぞれの質問について、「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」を肯定的な意見として捉

え、「あまりあてはまらない」「あてはまらない」を改善が必要な点として見つめ、今後の教育活動をよりよくし

ていくための指標としています。各アンケート結果をもとに分析したことをお届けいたします。 

令和７年１０月吉日 

京都市立朱雀第七小学校 

校 長  増 田 茂 樹 

朱七だより 令和７年度第１回

学校評価臨時号
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先生や友達の話をよく聞き、自分の考えをしっかりと話している。

めあて（学級目標、自分の学習や生活の目当て）をもって努力をしている。

わかるまでねばり強く勉強をしている。

朝読書や図書室の本の貸し出しなどを利用して、進んで本を読んでいる。

学習の準備を自分できちんとして、忘れ物をしないように気をつけている。

家で宿題などの学習をきちんとしている。

自分や人を大切にしている。

いつも自分からあいさつをしている。

朱七のきまり（朱七のやくそく、ひかりかがやく朱七の子）を守ることができている。

自分から積極的に運動している。

早寝・早起き・はい便に気をつけて生活をしている。

毎朝、きちんと朝ごはんを食べている。

学校は楽しい。

時間を守って活動することができている。

自分の役割をしっかりと果たし、担当場所をきれいにそうじすることができている。

当番やクラスの係の仕事、委員会の仕事（高学年）を責任をもってやっている。

R07 ７月学校づくりアンケート（児童）
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子 ど も は 、 先 生 や 友 達 の 話 を よ く 聞 き 、 自 分 の 考 え を し っ か り と 話 し て い る 。

子 ど も は 、 い ろ い ろ な こ と に め あ て を も っ て 努 力 し て い る 。

子 ど も は 、 分 か る ま で 真 剣 に 学 習 に 取 り 組 ん で い る 。

子 ど も は 、 進 ん で 読 書 を し て い る 。

子 ど も は 、 学 習 の 準 備 を 自 分 で き ち ん と し て い る 。

子 ど も は 、 家 庭 学 習 を き ち ん と し て い る 。

子 ど も は 、 自 分 や 人 を 大 切 に す る 気 持 ち や 態 度 が 育 っ て い る 。

子 ど も は 、 自 分 か ら あ い さ つ を し て い る 。

子 ど も は 、 友 達 の よ さ を 認 め た り 、 友 達 を 励 ま し た り し て い る 。

子 ど も は 、 自 分 か ら 積 極 的 に 運 動 し て い る 。

子 ど も は 、 基 本 的 な 生 活 習 慣 （ 早 寝 ・ 早 起 き ・ 朝 ご は ん ・ 排 便 等 ） が 身 に つ い て い る 。

子 ど も は 、 楽 し く 学 校 に 行 っ て い る 。

子 ど も は 、 時 間 を 守 っ て 生 活 す る こ と が で き て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も の 話 を し っ か り と 聞 い て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も が 物 事 に 最 後 ま で 取 り 組 め る よ う に 励 ま し の 声 か け を し て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も が が ん ば っ て い る 姿 を ほ め て い る 。

家 庭 で は 、 読 書 の 時 間 を 設 け て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も 自 身 が 忘 れ 物 を し な い よ う に 点 検 す る 習 慣 を つ け て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も の 家 庭 学 習 が 落 ち 着 い て で き る よ う に 、 環 境 を 整 え て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も に 自 分 や 人 を 大 切 に す る よ う に 話 を し て い る 。

家 族 は 、 自 分 か ら 気 持 ち の よ い あ い さ つ を す る よ う に し て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も の よ さ を 認 め た り 、 励 ま し た り し て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も が 運 動 す る 機 会 を つ く っ て い る 。

家 庭 で は 、 基 本 的 な 生 活 習 慣 が 身 に つ く よ う に 、 家 族 で 協 力 し て い る 。

家 庭 で は 、 学 校 で の 出 来 事 に つ い て 、 子 ど も と 一 緒 に 話 を し て い る 。

家 庭 で は 、 子 ど も が 時 間 を 守 っ て 生 活 す る こ と が で き る よ う に 工 夫 し て い る 。

教 職 員 は 、 誠 意 を も っ て 指 導 に あ た っ て い る 。

教 職 員 は 、 学 校 ・ 学 年 ・ 学 級 の 方 針 や 取 組 の 様 子 を わ か り や す く 伝 え て い る 。

教 職 員 は 、 参 観 懇 談 、 各 行 事 な ど 、 多 く の 保 護 者 に 来 て も ら え る よ う に 働 き か け て い る 。

家 庭 で は 、 学 校 か ら の 配 布 物 （ 学 校 だ よ り 、 学 級 だ よ り 等 ） は 必 ず 読 ん で い る 。

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連 携 し 、 子 ど も の 教 育 に あ た っ て い る 。

R07 ７月学校づくりアンケート（保護者）
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子どもは、先生や友達の話を集中して聞き、自分の考えをしっかりと話している。

子どもは目標をもち、その達成に向けて努力している。

子どもは、わかるまでねばり強く学習に取り組んでいる。

子どもは、進んで読書に取り組んでいる。

子どもは自分で忘れ物がないように気をつけている。

子どもは、家庭学習をきちんとしている。

子どもに自分や人を大切にする気持ちや態度が育っている。

子どもは自分からあいさつをしている。

子どもは、朱七のきまりを守ることができている。

子どもは、自分から積極的に運動している。

子どもは、基本的な生活習慣（早寝・早起き・排便等）が身についている。

子どもは、学校が楽しいと感じている。

子どもは、時間を守って活動することができている。

子どもは、掃除の時間に自分の役割をしっかりと果たし、担当場所をきれいにそうじすることができている。

子どもは、給食、日直などの当番の仕事や、クラスの係の仕事、委員会の仕事（高学年）を、責任をもってやっている。

先生や教師の話を集中して聞き、自分の考えをしっかりと話すよう指導している。

教科等の指導では、「つけたい力」を明確にした授業の計画・実践を行っている。

一人一人がめあてに向かって意欲的に取り組める授業を行っている。

朝読書や図書室の利用を通して読書活動の定着を図り、読書に親しめる子の育成を行っている。

教室を整理整頓し、子どもの学習意欲や学習効果を高められるように工夫している。

家庭学習の定着が図られるように、指導・点検を行っている。

一人一人を大切にした学級経営を行っている。

あいさつを通して、一人一人が互いを大切にできるよう指導している。

道徳の授業等できまりについて子どもと一緒に考える時間をもっている。

休憩時間の遊びなどを活用して一人一人の運動量を増やすための取組を行っている。

基本的な生活習慣を整えるため、子どもに指導を行っている。

あらゆる教育活動の場面において、児童理解を積極的に行っている。

子どもたちに環境を守る意識が育つように、「節電・節水・物を大切に」など日常的に声かけを行っている。

子どもとともに清掃するなど、清掃指導を実際の場で日常的に行っている。

一人一人が給食日直などの仕事や、クラスの係の仕事、委員会の仕事（高学年）を、責任をもって行うよう、指導している。

自分の職務を自覚し、積極的に学校教育に貢献している。

学校・学年・学級の方針や取組の様子を保護者にわかりやすく伝えている。

参観授業や懇談会・各行事などに、多くの方に来てもらえるように働きかけている。

参観・懇談や学級だより・HP等を通して、学校での情報の発信に心がけている。

保護者や地域・学校運営協議会などと連携し、教育活動の充実を図ることができている。

学校いじめの防止等基本方針の内容を理解し、組織的対応に努めている。

児童・保護者の訴えや相談内容を教職員の間で共有している。

R07 ７月学校づくりアンケート（教職員）
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児童アンケートで「できている」の割合が最も高かった項目は「自分や人を大切にしている」です。保護者ア

ンケート「子どもは、自分や人を大切にする気持ちや態度が育っている」におきましても 95％と高い結果でし

た。子どもたちが「自分自身を大切にすること」や「友達や周囲の人を思いやること」を日々の生活の中で意識

している様子がうかがえます。誰かの気持ちに寄り添うこと、違いを認め合うこと、困っている友達に手を差し

伸べること、そうした姿が日常生活からもうかがえます。 

一方で、学校生活の中では、友達に対してきつい言葉をかけてしまったり、思いやりや気遣いが足りないこと

でトラブルに発展したりする場合も見受けられます。子どもたちは日々成長の途中にあり、時には感情のコント

ロールが難しいこともありますが、そうした経験を通して、より深く「人を大切にする」ことの意味を学んでい

くことが大切です。 

「自分や人を大切にする」ことは、安心して過ごせる人間関係を築く土台となるだけでなく、自分の考えや気

持ちを尊重しながら他者との違いを認め合う力にもつながります。これは、これからの社会を生きるうえでとて

も大切な力です。 

学校では、日々の授業や生活の中で、子どもたちが互いに認め合い、支え合えるような関わりを大切にしてい

ます。また、「言葉の使い方」や「相手の気持ちを考えること」の大切さについて継続して指導するとともに、子

どもたちが自分らしく、そして他者とともに成長していけるよう取組を続けてまいります。ご家庭でも、日々の

会話の中で「人を大切にするとはどういくことか」について話し合っていただけますと、子どもたちの理解がよ

り深まることと思います。 

引き続き、子どもたちが安心して過ごせる学校づくりに向けて保護者の皆様と連携して取り組んでいきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

次いで「できている」の割合が高かった項目は「家で宿題などの学習をきちんとしている」「毎朝、きちんと朝

ごはんを食べている」「自分の役割をしっかりと果たし、担当場所をきれいにそうじすることができている」です。

保護者アンケートでも「家庭では、基本的な生活習慣が身につくように、家庭で協力している」という項目に髙

評価が見られました。 

これらの結果から、日々の家庭でのあたたかい関わりや支えが、子どもたちの生活習慣の定着につながってい

ることがうかがえます。規則正しい生活や家庭学習、掃除などの学習を通して、子どもたちは責任感や自立心を

育んでいます。 

一方で、「早寝・早起き・排便に気をつけて生活している」という項目では「できている」と答えた児童の割合

が低い結果となりました。特に排便に関しては、運動不足が一因となっている可能性も考えられます。体を動か

す機会が少ないと、腸の働きが鈍くなり、排便のリズムが乱れやすくなります。これは、子どもたちの健康や集

中力にも影響を及ぼす重要な要素です。 

児童期の生活習慣は、将来の健康の土台となります。学校では、運動の機会を増やすとともに、生活習慣の大

切さを伝える指導を継続してまいります。ご家庭でも、以下のような工夫を通して生活リズムの改善と排便習慣

の定着を支えていただければと思います。 

 

＊ 朝食をしっかりとることで、腸の動きを促す 

＊ 毎日決まった時間にトイレに行く習慣をつける 

＊ 軽い運動（散歩やストレッチなど）を日常に取り入れる 

＊ 早寝・早起きを意識し、十分な睡眠時間を確保する 

 

 

◎自分や人を大切にしている 

◎基本的な生活習慣の確立 



 

 

児童アンケートで「できている」の割合が最も低かった項目は「自分から積極的に運動している」です。約 25％

の児童が「できていない」と答えています。保護者アンケート「子どもは、自分から積極的に運動をしている」

におきましても「できている」が 75％と低い割合でした。昨年度も同様の傾向がみられました。 

近年、子どもたちの運動機会が減少している背景には、「時間」「空間」「仲間」のいわゆる『３間』の欠如があ

ると言われています。放課後の過ごし方やあそび場の環境、友達との関わり方など、さまざまな要因が影響して

いると考えられます。 

児童期の運動経験は、体力の向上だけでなく、心の安定や人間関係の形成、そして生涯にわたる健康づくりに

もつながる大切なものです。学校では体育の授業や休み時間等を通して運動の楽しさや大切さを伝えていますが、

家庭でのちょっとした運動習慣も、子どもたちの意識を高める大きな力になります。ぜひご家庭でも「体を動か

すって楽しいね」「一緒にやってみよう」といった声かけを通して、積極的な運動へのきっかけづくりをしていた

だければと思います。 

 

  
 

① 親子で一緒に運動する時間をつくる             ②「ながら運動」を取り入れる 

   ・一緒に散歩やジョギングをする                ・テレビを見ながらストレッチ 

   ・ラジオ体操やストレッチを朝の習慣にする           ・歯磨き中にかかと上げ下げ運動 

   ・家の中でダンスやエクササイズ動画を見ながら体を動かす    ・室内での階段上り下りを活用 

  

② 遊びの中に運動を取り入れる 

・縄跳び、ボール遊び、鬼ごっこなど昔ながらの遊び 

・「何秒でできるか」チャレンジゲーム 

 

 

 

児童アンケートの「わかるまで粘り強く学習している」という項目では、「できている」の割合が７8％と他の

項目に比べて低い結果となりました。これは、学習に対する自信や集中力、また「わからないことに向き合う力」

がまだ十分に育ちきっていないことの表れかもしれません。しかし、粘り強く取り組む姿勢は、学力の向上だけ

でなく、将来にわたって課題に向かう力を育むうえでも非常に重要です。学校では、以下のような取組を進めて

まいります。 

・「わからないことはチャンス」と捉え、安心して質問できる雰囲気づくり 

・めあて意識をもってスタートできる導入の工夫 

・自分のペースで学べる時間の確保（個別学習やふり返りの時間） 

・小さな達成感を積み重ねることで、学習への自信を育てる支援 

またご家庭でも「すぐにできなくても大丈夫」「少しずつ進めばいいよ」と励ましていただいたり、一緒に考えた

り調べたりする時間を設けたり、できたことを認めて「がんばったね」と努力をほめてもらったりすると、子ど

もたちの励みになると思います。学校と家庭が連携しながら、子どもたちが「わかるまでやってみよう」と前向

きに学習に取り組めるよう、今後も支えていきたいと思いますので、引き続きご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

☆積極的に運動を！ 

☆学習への粘り強さと今後の取組 

～ 家庭でできる運動習慣の工夫 ～ 


